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新
た
な
時
代
を
迎
え
た
、
21
世
紀

初
頭
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

第
４
次
新
地
町
総
合
計
画
が
い
よ
い

よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

経
過
を
踏
ま
え
、
各
施
策
の
実
現
に

向
け
て
鋭
意
取
り
組
み
ま
す
。

ま
ず
、「
こ
こ
が
新
地
町
・
こ
れ
が

新
地
町
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
道
路
・
各
種
公
共

施
設
の
案
内
表
示
等
、
ソ
フ
ト
的
な

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、

町
内
全
域
に
お
け
る
公
共
サ
イ
ン
整

備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
新
地
駅
前
整
備

事
業
で
は
、
事
業
化
に
向
け
た
計
画

策
定
及
び
用
途
地
域
指
定
の
調
査
を

行
う
と
と
も
に
、
雨
水
排
水
対
策
と

し
て
新
地
駅
構
内
の
暗
渠
改
修
の
検

討
及
び
概
略
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

次
に
、
家
電
製
品
の
廃
棄
物
化
を

抑
制
し
、
資
源
と
し
て
利
用
で
き
る

も
の
は
循
環
的
に
再
利
用
し
、
利
用

さ
ら
に
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
に
つ
い
て
は
、
新
構
造
維
持
管
理

基
準
対
策
の
た
め
、
遮
水
シ
ー
ト
保

護
等
の
改
修
工
事
を
行
い
、
適
正
な

施
設
運
営
に
努
め
ま
す
。

総
合
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

８
月
末
の
完
成
に
向
け
て
町
民
野
球

場
の
建
設
、
さ
ら
に
は
駐
車
場
等
周

辺
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
地
域
振
興
・
活
性
化
、
環

境
整
備
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
継

続
し
て
交
渉
を
続
け
て
き
ま
し
た
駒

ヶ
嶺
駅
前
の
土
地
取
得
を
進
め
る
と

で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
適
正
に

処
分
し
て
い
こ
う
と
す
る
資
源
循
環

型
社
会
を
目
指
す
た
め
、
４
月
１
日

か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
製
造
者
、
販
売
者
、

消
費
者
、
行
政
が
一
体
と
な
り
ご
み

減
量
化
と
資
源
の
有
効
利
用
に
取
り

組
み
ま
す
。

ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特

別
措
置
法
に
よ
り
、
家
庭
で
の
焼
却

処
分
が
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
、
燃
え

る
ご
み
に
つ
い
て
は
全
地
区
週
２
回

の
収
集
を
行
い
ま
す
。

平成13年度 

施政方針 

と
も
に
、
造
成
整
備
に
つ
い
て
も
実

施
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
助
成
に

つ
い
て
は
、
他
市
町
村
に
先
駆
け
て

奨
励
金
交
付
事
業
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
乳
幼
児
の
交
通

事
故
防
止
と
子
育
て
支
援
を
図
る
た

め
奨
励
金
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
７
年
度

よ
り
一
期
事
業
区
域
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
12
年

度
末
で
約
94
％
の
事
業
の
進
捗
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
に
お

い
て
二
期
事
業
区
域
へ
と
拡
大
を
行

い
、
面
整
備
事
業
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
業
集
落
排
水
事
業
「
真

弓
地
区
」
に
つ
い
て
は
、
早
期
供
用
を

目
指
し
管
渠
築
造
工
事
、
処
理
場
の
造

成
及
び
土
木
工
事
を
進
め
ま
す
。

保
健
、
福
祉
、
医
療
が
一
体
の
も

と
に
、
健
康
で
安
心
し
て
生
活
が
で

き
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

乳
幼
児
の
健
康
増
進
と
子
育
て
支

援
の
一
貫
と
し
て
乳
幼
児
の
医
療
費

に
つ
い
て
は
、
２
歳
児
ま
で
助
成
し

て
た
も
の
を
、
本
年
４
月
か
ら
就
学

前
ま
で
拡
大
し
て
、
子
育
て
に
伴
う

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
は
か
る
と
共

に
、
子
供
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
福
祉
関
係
に
つ

い
て
は
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
支

給
限
度
額
を
一
本
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
要
介
護
五
」
の
場
合
、
い
ま
ま

で
特
例
措
置
で
月
14
日
ま
で
の
利
用

日
数
が
月
30
日
ま
で
利
用
で
き
る
よ

う
改
善
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
他
の
在
宅
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
充
実
を
図

り
ま
す
。

次
に
、
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、

町
民
が
健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
が

で
き
、
さ
ら
に
は
健
康
寿
命
の
延
伸

等
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す

の
で
総
合
検
診
事
業
を
は
じ
め
各
種

検
診
、
健
康
相
談
、
機
能
訓
練
等
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
３
カ
年
計
画

で
40
歳
以
上
の
中
高
年
者
を
対
象
と

し
て
生
活
習
慣
病
の
防
止
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
と
健
康
の
増
進

を
は
か
る
た
め
、
中
高
年
者
の
参
加

型
生
き
が
い
健
康
づ
く
り
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

新
世
紀
に
は
ば
た
く
創
造
性
豊
か

な
人
間
性
の
育
成
を
目
指
し
、
生
涯

学
習
の
推
進
、
学
校
教
育
の
充
実
、

芸
術
文
化
の
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
の
４
つ
を
重
点
目
標
と
し
て
、
学

校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
一
層
の
振

興
に
努
力
し
ま
す
。

ま
た
、
駒
ヶ
嶺
小
学
校
及
び
新
地

小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
な
ど
、
学
校

教
育
及
び
社
会
教
育
等
の
施
設
整
備

の
充
実
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
教

育
に
お
い
て
は
新
し
い
学
力
観
に
立

つ
教
育
活
動
の
強
化
を
図
り
、
心
豊

か
で
た
く
ま
し
く
創
造
性
み
な
ぎ
る

子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
、
さ
ら
に

生
涯
学
習
の
助
長
推
進
を
図
る
た
め
、

学
習
情
報
の
提
供
、
学
習
相
談
活
動
、

図
書
館
の
多
面
的
活
動
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
一
層

助
長
推
進
に
努
め
て
い
く
方
針
で
あ

り
、
芸
術
文
化
の
向
上
に
つ
い
て
も
、

潤
い
の
あ
る
生
活
を
求
め
る
声
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
、
一
層

の
振
興
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に

つ
い
て
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

を
目
指
し
、
町
民
す
べ
て
が
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
を
図
る
た
め
、
体
育
協
会
等
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
一
層
深
め

な
が
ら
、
各
種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
見
直
し

を
行
っ
た
「
新
地
町
農
業
基
盤
の
強

化
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
」



路
整
備
事
業
の
本
年
度
施
工
箇
所
に

つ
い
て
は
、
舗
装
工
事
と
し
て
藤
崎

地
区
の
富
倉
藤
崎
線
な
ど
２
路
線
、

改
良
工
事
は
小
川
地
区
の
新
地
高
校

線
な
ど
９
路
線
、
測
量
調
査
は
上
真

弓
地
区
の
中
里
上
真
弓
線
な
ど
４
路

線
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
老
朽

化
し
た
舗
装
面
の
補
修
や
道
路
側
溝

の
整
備
な
ど
を
行
い
、
町
道
の
維
持

管
理
に
努
め
ま
す
。

次
に
、
や
さ
し
い
道
づ
く
り
推
進

事
業
で
進
め
て
い
る
県
道
赤
柴
中
島

線
の
国
道
６
号
交
差
点
か
ら
東
・
約

３
百
メ
ー
ト
ル
区
間
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
12
年
度
に
引
き
続
き
用

地
買
収
を
行
い
、
さ
ら
に
は
一
部
工

事
に
着
工
す
る
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、

立
田
川
河
川
改
修
事
業
に
つ
い
て
も
、

本
年
度
は
藤
見
橋
の
架
け
替
え
工
事

を
施
工
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
相
双

建
設
事
務
所
よ
り
報
告
を
受
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
両
事
業
の
整
備
促
進

の
た
め
事
業
主
体
で
あ
る
県
に
対
し
、

さ
ら
に
要
望
活
動
を
行
う
な
ど
早
期

整
備
に
向
け
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

平
成
６
年
度
か
ら
12
年
度
ま
で
の

７
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
き
た

地
域
活
性
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
総
合
計
画
に
併
せ
て
各
行
政
区

に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
地
区
別
計
画

も
踏
ま
え
、
新
た
な
視
点
に
た
っ
た

地
域
づ
く
り
支
援
事
業
と
し
て
さ
ら

に
内
容
を
充
実
し
た
取
り
組
み
を
展

開
す
る
方
針
で
す
。

ま
た
、
21
世
紀
の
新
し
い
町
づ
く

り
は
、
新
し
い
発
想
と
手
法
に
よ
る

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

職
員
研
修
の
充
実
を
図
り
、
職
員
の

資
質
の
向
上
さ
ら
に
は
意
識
改
革
と

政
策
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
人
材

育
成
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
、
基
本
設
計
に
取

り
組
ん
で
い
る
役
場
庁
舎
建
設
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
の
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
建
設
に
着
手
し
平
成
13
年
、

14
年
度
の
２
カ
年
継
続
事
業
で
建
設

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事　　業　　名　　　　　　　事　業　費
役場庁舎建設事業 1,173,200
情報通信整備事業 17,000
公共サイン整備事業 100,000
駒ヶ嶺駅前公有地取得整備事業 51,214
地方バス路線運行維持費 22,758
コミュニティ助成事業 10,300
うつくしま未来博推進事業 8,644
国土利用計画策定事業 3,541
地域活性化基金活用事業 10,000
ＩＴ講習推進特例交付金事業 4,239
チャイルドシート等購入設置

奨励事業 600
上水道事業出資金 81,682
住民基本台帳ネットワークシステム 12,155
出生児祝金交付事業 3,000
生活ごみ収集運搬処理費 13,171
一般廃棄物最終処分場改修工事費 45,000
身体障害者等扶助費 37,739
敬老祝金交付事業 8,300
在宅老人福祉事業 11,462
家族介護支援事業 3,960
介護激励金交付事業 1,800
特別養護老人ホーム建設資金借入補助 29,909
児童手当給付等に要する経費 31,050
乳幼児医療費扶助費 19,400
住民健康診査に要する経費 41,895
保育奨励金交付事業 1,816
遊休桑園抜根事業 600
転作推進事業 14,592
集団転作推進事業 700
松くい虫防除事業 15,090
育成単層林緊急整備事業 16,052
ふるさと林道緊急整備事業 24,000
ふるさとの森整備事業 42,240
産業育成支援事業（遊海しんち） 6,100
ほ場整備事業費補助 55,400
農村総合整備事業 91,700
道路、河川愛護交付金 5,705
道路維持費 34,700
道路改良費 167,350
地域住宅計画推進事業 7,800
公営住宅等整備事業 12,000
都市計画用途地域指定調査費 9,000
土地区画整理事業調査費 18,000
都市マスタープラン見直し 3,650
合併処理浄化槽設置整備事業 13,083
教育奨学資金貸付事業 24,420
新地小学校プール改築工事 103,660
新地小学校旧屋体・プール撤去整地費 89,680
駒ヶ嶺小学校プール建設工事 120,250
旧駒ヶ嶺小学校解体整地費 25,766
埋蔵遺跡発掘調査費 15,687
児童・生徒派遣事業

（うつくしま未来博） 2,245
野球場建設事業 325,123

（単位：千円）

６２億２００万円

老人保健 ９億１，９３３万７千円
国民健康保険 ７億６６万６千円
公共下水道 ７億２，３６０万円
農業集落排水 １億９，６４０万円
介護保険 ３億８２１万９千円

固定資産税 ３０億１，８５４万９千円

町　民　税 ２億３，１９１万円

町たばこ税 ３，９５４万円

軽自動車税 １，４２１万円

そ の 他 ３４万３千円

�

に
よ
り
、
地
域
農
業
の
確
立
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
水
田
農
業
の
定
着

や
畜
産
環
境
保
全
施
設
の
整
備
等
を

実
地
し
、
農
業
の
持
続
的
発
展
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
豊
か
な
森
林
機

能
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
、「
ふ
る

さ
と
の
森
整
備
事
業
」
な
ど
に
よ
る

造
林
や
森
林
保
全
対
策
な
ど
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

次
に
、
商
工
観
光
関
係
に
つ
い
て

は
、
町
商
工
会
活
動
を
通
じ
て
の
商

工
業
者
の
自
立
支
援
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、「
地
域
振
興
活
性
化
事
業
」

や
「
都
市
農
村
交
流
事
業
」、「
特
産

品
振
興
事
業
」
等
の
支
援
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観

光
の
推
進
な
ど
、
関
係
機
関
・
団
体

と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
産
業
全

体
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
農
地
整
備
関
係
に
つ
い
て

は
、
県
営
事
業
で
進
め
ら
れ
て
い
る
、

ほ
場
整
備
事
業
谷
地
小
屋
地
区
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
12
年
度
で
菅
ノ

沢
た
め
池
ま
で
の
面
工
事
が
完
成
し

ま
し
た
の
で
、
平
成
13
年
、
14
年
度

に
お
い
て
補
完
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
、
国

道
６
号
線
か
ら
常
磐
線
に
か
け
て
の

作
田
前
ほ
場
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
意
向
調
査
や
地
域
懇
談
会

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
全
体
的
な

同
意
ま
で
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
引
き
続
き
地
域
懇
談
会
等
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
営
事
業
で
あ
る
原
た

め
池
整
備
事
業
、
埒
浜
湛
水
防
除
事

業
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
整
備
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
農
村
集
落
を
総
合
的
に
整

備
す
る
た
め
の
農
村
総
合
整
備
事
業

の
本
年
度
事
業
は
、
集
落
道
路
整
備

６
路
線
、
農
道
整
備
３
路
線
、
排
水

施
設
整
備
１
路
線
を
整
備
す
る
計
画

で
す
。

今
年
７
月
７
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
、

「
う
つ
く
し
ま
未
来
博
」
に
つ
い
て
は
、

小
・
中
学
生
や
町
民
を
対
象
と
し
た

町
民
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

会
場
に
お
い
て
は
積
極
的
に
町
の
ピ

ー
ア
ー
ル
等
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

総
合
公
園
と
の
連
絡
道
と
な
る
、
町

道
富
倉
赤
柴
線
か
ら
国
道
六
号
交
差

部
の
整
備
に
つ
い
て
、
前
年
度
に
引

き
続
き
用
地
買
収
を
進
め
る
と
と
も

に
、
当
路
線
と
交
差
し
通
学
路
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
旧
国
道
、
町
道
駒

ヶ
嶺
新
地
線
の
歩
道
設
置
工
事
も
行

う
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
地
域
の
生
活
、
経
済
活

動
を
支
え
る
道
づ
く
り
と
し
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
道

歳　　出 
62億200万円 

歳　　入 
62億200万円 

町　　税 

33億455万2千円 

　　（53.3％） 

繰入金 
19億3,201万1千円 
　　（31.2％） 

国庫支出金 
2億7,543万6千円 
　　　（4.5％） 

県支出金 
1億9,424万1千円 
　　　（3.1％） 

町　債 
1億3,160万円 
　　　（2.1％） 

その他 
3億6,416万円 
　　　（5.8％） 

総務費 
19億3,299万3千円 
　　（31.2％） 

土木費 
8億2,840万9千円 
（13.4％） 教育費 

7億8,112万7千円 
（12.6％） 

民生費 
7億2,609万7千円 
（11.7％） 

農林水産業費 
6億8,393万7千円 
（11.0％） 

衛生費 
4億9,356万9千円 
（8.0％） 

公債費 
3億9,933万7千円 
（6.4％） 

消防費　1億6,128万3千円（2.6％） 
議会費　9,945万3千円（1.6％） 
商工費　6,682万5千円（1.1％） 

その他 
　2,897万円（0.4％）
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平成13年度の公民館・勤労青少年ホームの各種教室の
合同開講式を行います｡各教室に申し込みされた方､これか
ら申し込まれる方は、お誘い合わせのうえご出席ください。

また、それぞれの開講式に合わせて、健康体操を行いま
すので動きやすい服装と室内用運動靴をご用意ください。

教室生でない方でも都合のよい日に参加できますので､
お気軽においでください｡

４月25日�午後１時30分～
４月26日�午後１時30分～
４月27日�午後１時30分～
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平
成
15
年
度
の
男
女
共
学
化
に
伴

い
、
敷
地
を
移
転
し
校
舎
を
新
築
す

る
予
定
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

国
際
化
や
情
報
化
の
進
展
、
少
子
高

齢
社
会
や
生
涯
学
習
社
会
の
到
来
な

ど
、
時
代
の
進
展
や
社
会
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
ま
た
、
教
育
の
個

性
化
・
多
様
化
・
自
由
化
が
求
め
ら

れ
る
中
、
生
徒
の
多
様
な
個
性
、
進

路
希
望
、
興
味
・
関
心
な
ど
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
普
通
科
目
を
中
心
と

し
た
多
様
な
選
択
科
目
を
開
設
す
る

総
合
学
科
を
目
指
し
ま
す
。

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
心

豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
間
を
育
て
、

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
た
め
の

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目

標
と
し
、
次
の
よ
う
な
視
点
に
基
づ

き
、
学
習
内
容
を
準
備
し
ま
す
。

①
時
代
の
進
展
や
社
会
の
変
化
に
対

応
す
る
学
校

異
文
化
理
解
に
努
め
、
豊
か
な
国

際
感
覚
を
養
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

高
度
化
す
る
情
報
通
信
社
会
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活

用
能
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

子
供
の
発
育
や
高
齢
者
の
介
護
・

福
祉
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
学
習
内
容
を
準
備
し
ま
す
。

地
球
全
体
や
身
近
な
地
域
の
環
境

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
学
習
内
容
を
準
備
し
ま
す
。

②
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
学
校

自
ら
学
び
、
考
え
、
判
断
し
、
行

動
す
る
「
生
き
る
力
」
や
表
現
力
・

創
作
力
を
育
て
る
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
や
文
化
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
む
姿
勢
を
養
い
ま
す
。

③
地
域
と
共
に
歩
む
学
校

地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
人
材
育

成
や
地
域
の
教
育
力
の
活
用
を
図
る

と
と
も
に
、
伝
統
文
化
を
尊
重
し
、

学
校
を
地
域
に
開
放
す
る
な
ど
、
生

涯
学
習
の
場
と
し
て
の
学
校
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

総
合
学
科
で
は
、
幅
広
い
選
択
科
目

の
中
か
ら
、
生
徒
が
自
分
の
将
来
の
進

路
を
考
え
な
が
ら
、
興
味
・
関
心
な
ど

に
応
じ
て
主
体
的
に
科
目
を
選
ん
で
学

ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
校
で
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
下
表
に
あ
る
よ
う
に
「
人

文
科
学
」「
国
際
文
化
」「
自
然
科
学
」

「
情
報
科
学
」「
生
活
福
祉
」「
芸
術
文

化
」「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」
な
ど
の
系
列

（
総
合
選
択
科
目
群
）
を
想
定
し
て
、
基

本
設
計
の
策
定
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

３
回
に
わ
た
っ
て
、
新
し
い
学
科

で
あ
る
総
合
学
科
に
つ
い
て
紹
介
し

て
き
ま
し
た
が
、
理
解
し
て
い
た
だ

け
た
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
学
習
内
容
だ
け
で
な
く
、

新
し
い
学
校
の
校
名
や
制
服
の
あ
り

方
、
校
内
規
定
や
生
徒
心
得
な
ど
に

つ
い
て
も
、
校
内
で
検
討
を
続
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
様
々
な
課
題
の
解

決
の
た
め
に
、
地
域
の
皆
様
を
は
じ

め
各
方
面
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
魅

力
あ
る
新
し
い
学
校
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
に
関
す
る
学
習
を
と
お
し
て
、
運
動
能
力

を
伸
ば
し
た
り
日
常
的
な
健
康
の
維
持
増
進
を
図
る
態
度
を

養
い
ま
す
。
具
体
的
な
進
路
と
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
上

級
学
校
へ
の
進
学
や
企
業
等
へ
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

音
楽
、
美
術
、
書
道
の
学
習
を
と
お
し
て
、
創
造
的
な
表

現
能
力
や
芸
術
鑑
賞
能
力
、
更
に
は
美
に
対
す
る
豊
か
な
感

性
を
養
い
ま
す
。
具
体
的
な
進
路
と
し
て
は
、
芸
術
関
連
の
上

級
学
校
へ
の
進
学
や
企
業
等
へ
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

福
祉
や
看
護
の
基
礎
基
本
及
び
家
庭
科
に
関
す
る
学
習
を

と
お
し
て
、
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
で
き
る
資
質
を
養
い
ま

す
。
具
体
的
な
進
路
と
し
て
は
、
福
祉
及
び
家
庭
関
連
の
上

級
学
校
へ
の
進
学
や
企
業
等
へ
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
基
本
を
学
び
、
様
々
な
分
野
で
そ
の

活
用
能
力
を
育
て
、
進
展
の
早
い
情
報
社
会
に
対
応
で
き
る

資
質
を
養
い
ま
す
。
具
体
的
な
進
路
と
し
て
は
、
情
報
関
連
の

上
級
学
校
へ
の
進
学
や
企
業
等
へ
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

多
様
な
自
然
現
象
に
関
心
を
も
ち
、
自
然
観
察
や
実
験
な

ど
を
と
お
し
て
、
自
然
科
学
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
物

事
を
探
求
す
る
心
を
養
い
ま
す
。
具
体
的
な
進
路
と
し
て
は
、

理
科
系
大
学
を
中
心
と
し
た
上
級
学
校
へ
の
進
学
を
目
指
し

ま
す
。

諸
外
国
の
言
語
を
学
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高

め
る
こ
と
に
よ
り
、
異
文
化
理
解
等
を
と
お
し
て
国
際
社
会
の

発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
い
ま
す
。
具
体
的
な
進

路
と
し
て
は
、
国
際
関
連
の
上
級
学
校
へ
の
進
学
を
目
指
し

ま
す
。

我
が
国
及
び
諸
外
国
の
文
化
や
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、

人
文
科
学
や
地
域
文
化
に
関
す
る
素
養
を
身
に
付
け
、
伝
統

文
化
に
親
し
む
態
度
を
養
い
ま
す
。
具
体
的
な
進
路
と
し
て

は
、
文
化
系
大
学
を
中
心
と
し
た
上
級
学
校
へ
の
進
学
を
目

指
し
ま
す
。

原則として、パソコン初心者で町内在住の２０歳以上の方（340名)

①パソコンの基本操作　　②簡単な文書作成
③インターネット ④電子メール

農村環境改善センター

テキスト代として１０００円程度（予定）

新地公民館、駒ヶ嶺公民館、勤労青少年ホームに用意してある申込用紙（別添
配布）に必要事項を記入の上、４月中にお申し込み下さい。
各講座とも定員に達した時点で締め切ります。

受講日程は事務局で調整の上、お知らせいたします。

生涯学習課・新地公民館（��2085・FAX�2172）
企画振興課（��2111内線35）

．講座が始まってから受講時
間、日時の変更はできます
か？

．申し訳ありませんが、途中変
更は受講者調整が難しいた
め、一度キャンセルの上あら
ためて申込みをお願いしま
す。

．１回休みたいのですが。
．事前に事務局までお知らせ下

さい。ですが、出来るだけ全
ての時間受講いただけるよう
お願いします。

．講習当日の申込みはできます

か？
．キャンセル等で空きがある場

合は可能ですが、基本的に
事前申込みをお願いします。

※諸事情により日程等に変更が生じることがありますので、あらかじめご了承下さい。



うららかな春の日差しに包まれて、町内の各小中学校
で卒業式が、４つの保育所では満了式が行われました。

尚英中学校では127人が、３小学校では96人が卒業。
また、４保育所では76人が満了し、それぞれ楽しかった
思い出などを胸に、新しい生活に向けて旅立ちました。

�

�

町
総
合
公
園
の
入
り
口
に
２
月
26
日
、
太

陽
光
を
利
用
し
た
ソ
ー
ラ
ー
デ
ジ
タ
ル
温
度
計

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
温
度
計
は
、
郵
便
貯
金
資
金
を
利

�

相
馬
地
方
の
男
女
の
出
会
い
を
応
援
し

て
い
る
新
地
、
原
町
、
鹿
島
、
飯
舘
４
市

町
村
の
広
域
ふ
れ
あ
い
事
業
実
行
委
員
会

が
実
施
し
た
「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

ツ
ア
ー
」
が
２
月
24
日
、
25
日
の
２
日
間
、

猪
苗
代
町
の
箕
輪
、
北
塩
原
村
の
グ
ラ
ン

デ
コ
両
ス
キ
ー
場
で
男
女
40
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
は
２
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

初
心
者
の
女
性
は
男
性
の
優
し
い
指
導
に

じ
ょ
う
ず
に
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
に
は
懇
親
会
も
開
か
れ
、
当
町

か
ら
の
参
加
者
も
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

�

町
の
防
火
パ
レ
ー
ド
が
春
の
火
災
予
防
週

間
期
間
中
の
３
月
４
日
に
、
町
消
防
団
や
新

地
分
署
、
町
危
険
物
安
全
協
会
、
町
防
火

管
理
協
議
会
か
ら
消
防
車
な
ど
車
両
20
台
、

約
70
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
は
、
当
日
、
日
本
消
防
協
会
か

ら
町
に
寄
贈
さ
れ
、
町
消
防
団
に
配
備
さ
れ

た
消
防
指
揮
車
を
先
頭
に
役
場
前
を
ス
タ
ー

ト
。
町
中
心
部
を
パ
レ
ー
ド
し
た
あ
と
、
福

田
、
新
地
、
駒
ヶ
嶺
の
各
方
部
に
分
か
れ
て

地
域
内
を
回
り
、
防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
�

町
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
「
環
境
美

化
運
動
」
が
３
月
18
日
の
早
朝
に
行

わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約

２，

３
０
０
人
の
町
民
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加
者
は
町
内
に

投
げ
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
、

１
時
間
後
に
は
空
き
缶
約
２
ト
ン
、

空
き
ビ
ン
約
２
ト
ン
、
燃
え
る
ゴ
ミ
約

５
ト
ン
を
回
収
し
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

用
し
て
整
備
さ
れ
た
施
設
へ
の
還
元
策
と

し
て
総
務
省
が
設
置
し
た
も
の
で
、
高
さ

４
メ
ー
ト
ル
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
最
上
部

に
は
太
陽
光
発
電
の
ソ
ー
ラ
ー
盤
が
収
納

さ
れ
、
気
温
が
デ
ジ
タ
ル
で
表
示
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
中
央
部
分
に
は
町
の
木
の
松

や
花
の
桜
、
鳥
の
キ
ジ
、
魚
の
カ
レ
イ
が

イ
ラ
ス
ト
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。



ふれ
あいと

創造のまち

21
日
　
庁
舎
設
計
委
員
会
、
作
田
前
地

区
ほ
場
整
備
説
明
会

22
日
　
常
磐
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
要
望

23
日
　
農
業
講
演
会

25
日
　
岡
・
富
倉
地
区
総
会

26
日
　
役
場
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
、
入

札
、
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
、
郵
便

貯
金
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
贈
呈
セ
レ
モ
ニ
ー
、

人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
懇
談
会

27
日
　
農
村
総
合
整
備
事
業
推
進
協

議
会
、
国
保
運
営
協
議
会
、

庁
舎
建
設
懇
話
会

28
日
　
駒
ヶ
嶺
小
学
校
引
渡
式
、
庁

舎
建
設
懇
話
会

１
日
　
課
長
会
、
新
地
高
等
学
校
卒
業

式
、
未
来
博
推
進
協
議
会
役
員

会
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

２
日
　
生
涯
学
習
推
進
会
議
、
議
会

運
営
委
員
会

４
日
　
春
の
防
火
パ
レ
ー
ド
及
び
消
防
指
揮
車

車
両
交
付
式
、
釣
師
・
大
戸
浜
・
城

内
・
今
神
・
藤
崎
・
渋
民
地
区
総
会

６
日
　
議
会
定
例
会

７
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

８
日
　
予
算
審
査
分
科
会（
９
日
ま
で
）

11
日
　
杉
目
地
区
・
新
地
婦
人
会
・

福
田
婦
人
会
総
会

12
日
　
入
札
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
全
体
会

13
日
　
尚
英
中
学
校
卒
業
式

14
日
　
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
一

般
質
問

15
日
　
議
会
本
会
議

16
日
　
課
長
会

18
日
　
小
川
・
今
泉
・
駒
ヶ
嶺
町
・

新
町
地
区
総
会

19
日
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

町
で
は
、
乳
幼
児
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
ベ
ビ

ー
シ
ー
ト
、
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
等
の

購
入
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
道
路
交
通
法
に
よ
り
、
６
歳
未

満
の
幼
児
を
同
乗
さ
せ
る
場
合
は
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
等
で
乳
幼
児
の
乗
車
中
の
安
全

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

平
成
11
年
７
月
１
日
〜

平
成
16
年
３
月
31
日

購
入
価
格
の
２
分
の
１

（
限
度
額
は
１
万
円
）

町
内
在
住
で
、
６
歳
未
満
の
幼
児

を
養
育
し
、
期
間
中
に
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
等
を
購
入
さ
れ
た
方

印
鑑
、
領
収
書
、
製
造
元
や
商
品

名
が
確
認
で
き
る
書
類
（
保
証
書
な

ど
）、
奨
励
金
を
振
り
込
む
口
座
の
通

帳
を
持
参
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
奨
励
金
は
後
日
、
申
請
者
の
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。

�
総
務
課
（
�
内
線
48
）

３
１
、
５
０
０
円
（
見
込
み
）

①
同
居
し
て
い
る
、
又
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

②
単
身
入
居
は
、
50
歳
以
上
の
方
、

障
害
者
な
ど
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

（
月
額
）

・
一
般
世
帯
　
　
　
　
20
万
円
以
下

・
高
齢
、
障
害
者
世
帯
な
ど

26
万
８
千
円
以
下

４
月
５
日
�
〜
４
月
25
日
�

６
月
１
日
�

�
総
務
課
（
�
内
線
82
）

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

大
町
町
営
住
宅
（
福
田
）

１
戸
（
木
造
２
階
建
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

（
収
入
に
応
じ
て
）

１
９
、
０
０
０
円
〜

� �

�

�

�
�

あ
な
た
の
家
の
防
災
無
線
戸
別
受

信
機
の
調
子
は
い
か
が
で
す
か
。
故

障
し
た
り
、
電
池
が
消
耗
し
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
防
災
行
政
無
線
戸

別
受
信
機
は
停
電
に
な
る
と
自
動
的

に
電
池
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
停
電

が
な
く
て
も
誤
っ
て
電
源
コ
ー
ド
を

抜
い
て
し
ま
い
、
電
池
が
消
耗
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
点
検

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
赤
色
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
い
る

・
電
源
コ
ー
ド
を
抜
い
た
と
き
、
赤

色
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
な
い

・
電
源
コ
ー
ド
を
抜
い
て
か
ら
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
電
池
の
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
を
間

違
え
ず
に
挿
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
交
換
後
は
、
電
源
コ
ー
ド
を
接
続

し
、
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
「
入
」
の

方
に
倒
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
を

行
わ
な
い
と
、
電
池
が
す
ぐ
に
消

耗
し
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

・
電
池
交
換
は
、
４
本
と
も
新
品
に

全
部
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
無
線
戸
別
受
信
機
は
、
借
り

受
け
申
請
の
あ
っ
た
世
帯
主
な
ど
に

無
償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

転
出
・
死
亡
な
ど
に
よ
り
不
要
に
な

っ
た
と
き
は
、
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

借
り
受
け
、
返
還
な
ど
の
手
続
き

は
役
場
総
務
課
ま
で

�
総
務
課
（
�
内
線
81
）

共
同
受
信
テ
レ
ビ
の
映
り
が
悪
い

と
き
や
家
の
改
築
・
新
築
等
で
ア
ン

テ
ナ
線
を
移
設
・
新
設
・
撤
去
す
る

際
に
は
、
次
の
と
お
り
お
早
め
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
テ
レ
ビ
の
映
り
が
悪
い
と
き

で
き
る
だ
け
複
数
の
テ
レ
ビ
で
映

り
が
悪
い
こ
と
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

（
別
の
部
屋
や
隣
家
の
テ
レ
ビ
も
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
１
台
だ
け
映
り
が

悪
い
と
き
は
テ
レ
ビ
の
故
障
が
考
え

ら
れ
ま
す
）

他
の
テ
レ
ビ
の
映
り
も
悪
い
と
き

は
、
24
時
間
故
障
受
付
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
原
町
営
業
所
工
務

課
（
�
０
１
２
０
―
２
６
―
１
４
２

０
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

②
家
の
新
築
や
改
築
、
取
り
壊
し
等

で
ア
ン
テ
ナ
線
を
新
設
、
移
設
、
撤

去
す
る
と
き

な
る
べ
く
予
定
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
役
場
企
画
振
興
課
（
�
�
２
１

１
１
内
線
35
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

③
テ
レ
ビ
を
増
や
す
と
き

直
接
電
器
店
に
工
事
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

�
企
画
振
興
課
（
�
内
線
35
）

町
教
育
委
員
会
で
は
、
自
由
民
権

運
動
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
団
体

の
「
福
島
自
由
民
権
大
学
」
と
の
共

催
で
、
歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

５
月
５
日
�

午
前
10
時
〜

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
講
座
Ⅰ
「
新
地
町
の
歴
史
と
自
由

民
権
運
動
」

新
地
町
教
育
長
　
目
黒
美
津
英

・
講
座
Ⅱ
「
苅
宿
仲
衛
書
簡
に
見
る

自
由
民
権
運
動
」

浪
江
町
文
化
財
調
査
委
員

松
本
ミ
ヨ
氏

・
基
調
講
演
「
相
双
地
方
の
自
由
民

権
運
動
」

早
稲
田
大
学
教
授

安
在
邦
夫
先
生

・
地
元
の
人
々
と
語
り
合
う
会

司
会
　
大
阪
商
大
助
教
授

田
崎
公
司
先
生

無
料

�
町
教
育
委
員
会
（
�
�
４
４
７
７
）

う
つ
く
し
ま
未
来
博
協
会
で
は
、

今
年
７
月
７
日
の
開
幕
に
む
け
て

着
々
と
準
備
が
進
む
、
う
つ
く
し
ま

未
来
博
の
会
場
見
学
会
と
参
加
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
展
示
体
験
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

完
成
が
近
づ
き
、
姿
を
現
し
始
め

た
パ
ビ
リ
オ
ン
等
の
建
設
現
場
を
、

家
族
そ
ろ
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月
22
日
�

う
つ
く
し
ま
未
来
博
会
場

（
須
賀
川
市
）

各
パ
ビ
リ
オ
ン
の
見
学
会
、

参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
会
、
ミ
ニ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
う
ま
い
も
の
屋
台
な
ど

無
料

�
う
つ
く
し
ま
未
来
博
協
会

（
�
０
１
２
０
―
７
０
７
―
２
９
４
）

自
衛
隊
で
は
、
平
成
13
年
度
自
衛

隊
幹
部
候
補
生
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

平
成
14
年
４
月
１
日

現
在
で
21
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

（
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

方
）。た
だ
し
、大
学
院
修
士
課
程
修

了
者（
見
込
み
を
含
む
）は
28
歳
未
満
。

４
月
９
日
�
〜
５
月
11
日
�

５
月
26
日
�

�
自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
原
町
募

集
事
務
所
（
�
�
４
７
１
２
）

廃棄物の不適切な焼却は、異臭・黒煙・ダイオキシン類の発生等が懸念
されることから、一部の例外を除き、平成13年４月１日から禁止されるこ
とになりました。

この法律により、いわゆる野焼きは禁止されます｡また､ 罰則として３年
以下の懲役、300万円以下の罰金が課せられることがありますので注意して
下さい。ただし、次のものは例外として焼却が認められます。

①環境省が定めた構造を有する焼却施設（ドラム缶等は除く）・焼却方法
（黒煙等が出ない物）で行う焼却｡

②病害虫防除法や家畜伝染病予防法等の法令やこれに基づく処分により行
う焼却｡

③道路、河川、海岸その他公共物等の維持管理を行うための廃棄物の焼却。
④震災､ 風水害､ 火災等の予防、応急対策、復旧のためのがれき等の焼却。
⑤「どんと祭」「キャンプファイヤー」等、風俗慣習上又は宗教上の行事の

際の木屑、紙くず等の焼却。
⑥農業者が行う稲わら等の焼却､ 林業者が行う枝葉の焼却、漁業者が行う

漁網に付着した海産物の焼却等生計を営むため、やむを得ず行われる廃
棄物の焼却。

⑦たき火、少量の庭木の焼却など日常生活の中で通常行われる廃材等の焼
却で煙､焼却灰等が周辺地域に迷惑が及ばない軽微な焼却。

※これらに該当する焼却でもビニールやプラスチック、ゴム等､ 黒煙・異臭
あるいはダイオキシン類の発生の懸念がある物は除きます。また、一定
程度の焼却には、消防署への事前の届け出が必要ですし、焼却をする際
には天候や周りの状況を確認して、火事等にも十分注意するとともに、
住宅地や公園、学校の周辺等、他の人に迷惑のかかるような場所での焼
却は避けてください。

なお、産業廃棄物の焼却は原則的に禁止されていますので､ 産業廃棄
物処理業者に委託するなど適正な処理をお願いします｡

� （�内線２４）

今シーズンの参加チーム
を次のとおり募集します。

� ４月25日�

� １チーム１万円

�

新地公民館（��2085）



相
馬
地
方 

町では４月１日付けで職員２３件の人事異動を行いました。
異動の内容は次のとおりです。（ ）内は前任課、職名です。

■主幹兼課長補佐
・都市計画課主幹兼課長補佐 早　見　守　夫 （農地整備課主幹兼課長補佐）
・農地整備課主幹兼課長補佐土地改良区併任 宍　戸　富喜夫 （健康福祉課主幹兼課長補佐兼保険年金係長）
・健康福祉課主幹兼課長補佐兼保険年金係長 荒　　　知　之 （健康福祉課主幹兼課長補佐保健センター担当）
・健康福祉課主幹兼課長補佐 中　塚　文　子 （健康福祉課副主幹兼保健婦長兼健康係長）

兼保健婦長兼健康係長
■主任主査

・会計室主任主査 門　馬　美恵子 （教育総務課主任主査）
■主査

・保育課庶務係主査 木　幡　邦　枝 （会計室会計係主査）
■主事

・健康福祉課健康係主事 中津川　秀　樹 （総務課総務係主事）
・教育総務課総務学校係主事 黒　沢　知　子 （町民課町民係主事）
・総務課総務係主事 佐　藤　武　伸 （企画振興課企画調整係主事）
・町民課町民係主事 荒　　　久美子 （保育課庶務係主事）
・企画振興課企画調整係主事 寺　島　一　宏 （生涯学習課生涯学習係主事）
・生涯学習課生涯学習係主事 佐　藤　孝　幸 （税務課税務係主事）

■保育士
・新地保育所主任保育士 大　槻　成　子 （福田保育所主任保育士）
・駒ヶ嶺保育所主任保育士 鈴　木　美代子 （新地保育所主任保育士）
・浜保育所保育士 竹　澤　路　子 （新地保育所保育士）
・新地保育所保育士 新　妻　郁　子 （浜保育所保育士）
・福田保育所保育士 村　上　千　尋 （駒ヶ嶺保育所保育士）

■調理員
・福田保育所主任調理員 鈴　木　シゲ子 （尚英中学校主任調理員）
・福田小学校主任調理員 今　野　とみ子 （福田保育所主任調理員）
・尚英中学校調理員 加　藤　美　恵 （駒ヶ嶺保育所調理員）

■派遣
・総務課付課長 目　黒　　　巌

相馬地方広域水道企業団派遣
・総務課付副主幹 平　野　峯　子

相馬地方広域水道企業団派遣
・総務課付主任技査 岡　崎　利　光

相馬地方広域水道企業団派遣
■退職（平成13年3月31日付）

・建設課管理係主任運転手 鈴　木　清　一
・福田小学校主任調理員 堀　内　貴代子

４
月７

〜
26

桜
ま
つ
り
（
相
馬
市
・
馬
陵
公
園
）

８

羽
山
横
穴
・
金
沢
遺
跡
一
般
公
開
（
原
町
市
）

〃

鹿
島
町
消
防
団
検
閲
式
（
鹿
島
町
）

14
〜
15

万
葉
の
里
か
し
ま
春
ま
つ
り
（
鹿
島
町
）

14
〜
16

春
の
大
園
芸
市
（
相
馬
市
・
長
友
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

〃

小
高
町
消
防
団
検
閲
式
（
小
高
町
）

〃

第
６
回
観
桜
会
（
相
馬
市
・
馬
陵
公
園
）

17
〜
19

春
ま
つ
り
（
相
馬
市
・
相
馬
中
村
神
社
）

20
〜
21

浮
舟
ま
つ
り
（
小
高
神
社
・
妙
見
通
り
）

22

野
馬
追
春
季
競
馬
大
会
（
原
町
市
・
雲
雀
ケ
原
祭
場
地
）

〃

万
葉
の
里
か
し
ま
短
歌
大
会
（
鹿
島
町
）

〃

相
馬
市
消
防
団
検
閲
式
（
相
馬
市
）

29

懸
の
森
山
開
き
（
小
高
町
）

〃

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
抗
は
や
ま
湖
大
会
（
飯
舘
村
）

５
月３

〜
６

緑
化
苗
木
配
布
・
大
種
苗
市
（
相
馬
市
・
長
友
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

５

花
塚
山
登
山
（
飯
舘
村
）

12
〜
13

種
苗
市
（
鹿
島
町
・
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
農
協
本
店
前
広
場
）

〃

種
苗
市
（
小
高
町
・
小
高
小
校
庭
）

13

民
話
を
聴
く
会
（
原
町
市
・
旧
武
山
家
住
宅
）

〃

羽
山
横
穴
・
金
沢
遺
跡
一
般
公
開
（
原
町
市
）

〃

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
（
相
馬
市
・
市
民
会
館
）

６
月３

市
民
歩
け
歩
け
大
会
（
相
馬
市
）

８

暴
力
団
根
絶
福
島
県
民
大
会
（
相
馬
市
・
市
民
会
館
）

10

相
馬
市
消
防
団
操
法
競
技
大
会
（
相
馬
市
）

17

小
高
町
消
防
団
消
防
操
法
競
技
大
会
（
小
高
町
）

18

少
年
劇
場
（
相
馬
市
・
市
民
会
館
）

24

万
葉
の
里
か
し
ま
芸
能
発
表
大
会
（
鹿
島
町
・
町
民
体
育
館
）

〃

小
中
高
校
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
（
相
馬
市
・
市
民
会
館
）

〃

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
（
原
町
市
）

〃

あ
や
め
祭
（
原
町
市
）

〃

松
川
浦
ホ
ッ
キ
ま
つ
り
（
相
馬
市
・
松
川
浦
潮
干
狩
り
駐
車
場
）

（子供） （親） （地区）
大
たい

雅
が

長谷川靖史・早智子 中　島
真
まさ

行
ゆき

飯土井行雄・真由美 原相善
一
かず

輝
き

森　幸英・美貴 新地町

（死亡者） （年齢） （地区）
林　　宗雄 ８７歳 上真弓
寺島カツヨ ８３歳 大戸浜
横山　太郎 ９２歳 上真弓
林　長太郎 ８１歳 上真弓
寺島　廣志 ８７歳 大戸浜
泉田トメ子 ７７歳 小　川
荒　　　亀 ８８歳 藤　崎
石田　正藏 ８０歳 小　川
寺島チヨノ ９２歳 新　町
坂元　　亨 ６７歳 新地町
森　　　稔 ５７歳 菅　谷

（平成１３年２月２１日～平成１３年３月２０日届出）

・
故
伊
藤
十
治
郎
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
伊
藤
れ
い
子
さ
ん
（
釣
師
）
よ

り
30
万
円

・
故
林
宗
雄
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て

林
隆
雄
さ
ん
（
上
真
弓
）
よ
り
10
万

円
／
故
横
山
太
郎
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
横
山
茂
さ
ん
（
上
真
弓
）
よ
り

10
万
円
／
故
林
長
太
郎
さ
ん
の
ご
遺

志
と
し
て
林
功
さ
ん
（
上
真
弓
）
よ

り
10
万
円

◎
寄
付

・
水
戸
ア
キ
イ
さ
ん
（
新
地
町
）
よ

り
５
万
円
／
泉
田
靖
夫
さ
ん
（
岡
）

よ
り
10
万
円
／
郡
司
イ
ネ
さ
ん
（
山

元
町
）
よ
り
卵
６
０
０
個
／
加
藤
幸

一
さ
ん
（
杉
目
）
よ
り
桃
の
花
他
生

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し
出て下さい。

◎場所は保健センター

花
多
数
／
三
國
チ
カ
子
さ
ん
（
高
田
）

よ
り
ヘ
ア
ブ
ラ
シ
50
本
／
富
倉
体
を

動
か
す
会
（
目
黒
英
美
子
代
表
）
よ

り
よ
り
お
手
玉
35
個
／
目
黒
栄
子
さ

ん
（
富
倉
）
よ
り
タ
オ
ル
25
本
／
鈴

木
幸
清
さ
ん
（
上
ノ
町
）
よ
り
車
椅

子
１
台
／
三
品
好
春
さ
ん
（
新
地
町
）

よ
り
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
50
枚
／
林
隆

雄
さ
ん
（
上
真
弓
）
よ
り
紙
お
む
つ

５
袋

◎
慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

・
富
倉
体
を
動
か
す
会
８
人
よ
り

唄
・
踊
り
／
特
養
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
28

回
55
人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
９
回
18

人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回
３
人
／
漁
協

婦
人
部
１
回
３
人
／
習
字
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
１
回
２
人

４月21�～30日�
新地城跡（谷地小屋字舘前）

※29日 には、カラオケ・ゲーム大会や産品の直売、写真コンテストな
ど盛りだくさんのイベントがいっぱいです。また、期間中はチューリップ
販売も行っています。
皆さんお誘い合わせ
のうえ、２万本のチ
ューリップをお楽し
みください。
�

新地城趾会
会長片平昭八
（��４１４７）

４月22日 ～５月６日�
海浜運動公園

※埒浜地区有志では、家で眠っている「こいのぼり」を海浜運動公園に掲
げて地域の活性化を図っています。皆さんの家庭で使わなくなったこい
のぼりがありまし
たら、ご提供をお
願いします。
�

新地駅三宅信一
（��３１０５）
鈴木清幸

（��４６８３）



˝x œ

・
天
の
瞳
　
成
長
編
２

灰
谷
健
次
郎

本
屋
の
経
営
が
負
担
に
な
り
あ
ん

ち
ゃ
ん
が
倒
れ
て
し
ま
い
、
倫
太
郎

た
ち
が
営
業
を
引
き
受
け
る
。
度
重

な
る
少
年
た
ち
の
暴
力
沙
汰
に
周
囲

の
不
満
が
募
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

倫
太
郎
た
ち
は
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
模
索
し
始
め
る
。

21
世
紀
を
健
康
で
イ
キ
イ
キ
と
過

ご
す
た
め
の
国
民
健
康
づ
く
り
運
動

で
あ
る
「
健
康
日
本
21
」

今
回
は
﹇
循
環
器
病
﹈
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

循
環
器
病
と
は
血
管
の
異
常
が
原

因
で
起
き
る
病
気
で
す
。
心
臓
病
、

脳
卒
中
が
代
表
的
な
も
の
で
す
。
ほ

か
に
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
高
脂
血

症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
特
に
心
臓
病
、

脳
卒
中
は
、
が
ん
と
並
ぶ
日
本
人
の

三
大
死
因
と
な
り
、
総
死
亡
の
約
三

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

循
環
器
病
は
、
食
生
活
、
運
動
、

喫
煙
、
飲
酒
な
ど
が
関
係
し
て
お
り
、

日
常
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で

発
症
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
食
塩
や
動
物
性
脂
肪
を
控
え
、

適
量
飲
酒
、
禁
煙
（
節
煙
）、
適
度
な

運
動
を
習
慣
化
し
、
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
込
ま
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。普

段
か
ら
自
分
の
血
圧
値
を
知
っ

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
急
激
な

Hello Shinchi!
As a teacher, I often wonder how much of an effect my
teaching has had on the students. Do they really remem-
ber what I said, or do they soon forget?
Last month I wrote about how much I enjoy teaching a
elementary school. The other day I was playing with
some first grade students near my house. Then they
began to sing a song that I had taught them a month
before. I was so surprised to hear them singing it. Espe-
cially since it was all in English. I was very happy to
hear that song. I’m so glad that they enjoyed my lesson
an even remembered it.
Later that same day, I decided to go bike riding along
a road I had never used before. I came to a small store
near the power plant. There I met two elementary school
kids who were in the third grade. To my great surprise,
they to began singing the English song that I taught
them a month ago. Twice in one day.
I was so surprised. Usually it’s takes a long time for
people to remember words in a foreign language. And
here were these kids who remembered the words to an
English song that I only taught them once! Why did
they remember?
Here’s my idea about learning English. It’s important
for students to have interesting and enjoyable lessons.
That’s why it’s easy to remember Shinchi dialect. It’s
sounds so funny that I often laugh. And that in turn helps
me to remember.
But interesting and enjoyable is different for each per-
son. My advice is to always try to find something inter-
esting in what you’re learning. If  you do, studying
becomes much easier, and you won’t easily forget what
you have learned.
Finally, I want to say thank you to four special kids:
Haruka, Ayano, Maki, and Tomo.
See you!

（和訳は19ページ）

・
白
兵
　
　
　
　
　
　
　
北
上
秋
彦

・
タ
ナ
ト
ス

村
上
　
竜

・
平
城
山
を
越
え
た
女
　
内
田
康
夫

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
招
待

・
し
ま
む
ら
逆
転
発
想
マ
ニ
ュ
ア
ル

・
ご
め
ん
ね
と
も
だ
ち

降
矢
な
な

オ
オ
カ
ミ
は
仲
良
し
の
キ
ツ
ネ
と

初
め
て
の
大
げ
ん
か
。
仲
直
り
が
し

た
い
け
れ
ど
、
あ
の
言
葉
が
な
か
な

か
言
え
な
い
。
た
っ
た
一
言
な
ん
だ

け
ど
な
。「
ご
め
ん
ね
」
っ
て

・
名
探
偵
コ
ナ
ン

科
学
ト
リ
ッ
ク
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

作
品
中
の
ト
リ
ッ
ク
で
使
わ
れ
て

い
る
科
学
原
理
を
、
簡
単
で
面
白
い

実
験
や
科
学
現
象
を
も
と
に
解
説
。

読
ん
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
科
学
が

わ
か
る
。

・
こ
ぶ
た
ほ
い
く
え
ん

・
サ
ラ
ダ
さ
ら
だ
ら
け

・
ま
じ
ょ
子
の
す
て
き
な
ハ
ー
ト
う

ら
な
い

・
ピ
ッ
ピ
南
の
島
へ

・
ワ
ン
ピ
ー
ス
ね
じ
巻
き
島
の
冒
険

・
情
熱
天
童
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

天
童
よ
し
み

・
バ
ラ
ッ
ド
３
　
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス

タ
ー
ズ４

日
�

各
保
育
所

20
日
�

各
保
育
所

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

桜
の
つ
ぼ
み
も
ふ
く
ら
み
は
じ
め
、

花
咲
く
時
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

保
育
所
で
は
、
今
年
も
か
わ
い
い
子

ど
も
た
ち
を
迎
え
、
新
し
い
集
団
生

活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

進
級
し
た
子
ど
も
た
ち
は
大
き
く

な
っ
た
こ
と
を
喜
び
、
自
信
も
で
て
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
期
待
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

新
し
く
入
っ
た
お
友
だ
ち
は
、
初

め
て
の
環
境
に
と
ま
ど
い
、
不
安
で

泣
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
大
丈
夫
！
「
い
っ
し
ょ
に
遊

ぼ
う
」
と
誘
い
か
け
る
優
し
い
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
泣
い
て
い
た
子
も
、
す
ぐ
に
ニ

コ
ニ
コ
マ
ン
に
変
身
す
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
が
１
日
も
早
く

保
育
所
に
慣
れ
、
友
だ
ち
を
た
く
さ

ん
つ
く
っ
て
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

☆
お
別
れ
会
で
キ
テ
ィ
柄
の
テ
ー
ブ

ル
ク
ロ
ス
を
見
て
（
３
歳
児
、
女
児
）

Ａ
ち
ゃ
ん
「
あ
ー

キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん

が
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
る
」

Ｂ
ち
ゃ
ん
「
ほ
ん
と
だ
、
か
わ
い
い
」

血
圧
の
変
動
に
気
が
つ
け
ば
病
気
の

早
期
発
見
に
も
な
り
ま
す
。

保
育
所
で
生
活
す
る
子
ど
も
た
ち

の
１
日
の
流
れ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。（
左
表
）

こ
の
他
に
も
季
節
の
行
事
や
地
域

の
方
と
の
交
流
会
も
あ
り
ま
す
。

保
育
所
は
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
い

ろ
い
ろ
な
あ
そ
び
が
体
験
で
き
る
楽

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

①
肥
満
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ウ
エ
ス
ト
が
き
つ
く
な
っ
た
ら
、

危
険
信
号
で
す
。

②
過
食
や
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
を
控
え

量
、
質
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

③
１
日
の
平
均
歩
数
を
、
今
よ
り
１

日
１
０
０
０
歩
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

④
食
塩
を
控
え
、
カ
リ
ウ
ム
（
野

菜
）
を
多
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
年
一
回
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を

受
け
、
結
果
を
健
康
づ
く
り
に
役

立
て
ま
し
ょ
う
。

【登　所】7:30～9:30
「おはようございます」と元気に
登所、朝の健康状態を観察します。
登所した順に好きな遊びを楽し
みます。

【おやつ】
３歳未満児

【保育活動】
自由あそび
課題あそび
生活指導、身のまわりの始末、
うがい、手洗い、排泄

【給　食】11:30
栄養バランスのとれた献立。乳
児には、離乳食がでます。

【ひるね】
歯みがき、絵本のよみきかせ、紙
芝居、昼寝

【おやつ】
手作りおやつ（全児）

【お迎え】15:30～
「さようならまたあした」
家庭の都合に合わせてのお帰り

となります。

�

�



◆

春
の
雪
未
だ
解
け
や
ら
ぬ
土
手
下
に

小
さ
き
た
ん
ぽ
ぽ
早
も
芽
ぶ
き
ぬ

片
平
　
ト
シ

早
春
の
光
差
し
込
む
吾
が
部
屋
の

手
造
り
花
瓶
へ
桃
の
花
挿
す

今
野
　
好
子

大
雪
に
幹
の
裂
け
た
る
梅
の
木
の

残
れ
る
枝
に
花
の
ほ
こ
ろ
ぶ

寺
島
　
淑
子

福
寿
草
の
黄
花
や
う
や
く
咲
き
初
め
て

墨
絵
に
画
か
む
と
絵
筆
を
持
ち
ぬ

大
須
賀
し
づ

何
が
し
の
期
待
を
持
ち
て
迎
え
し
に

新
世
紀
に
入
り
て
憂
き
こ
と
多
し

桜
井
　
京
子

青
物
は
超
高
値
と
ふ
吹
雪
く
朝
に

多
な
る
小
松
菜
友
は
持
ち
き
ぬ

荒
　
　
洋
子

山
里
の
残
り
の
雪
も
消
え
に
つ
つ

梅
の
花
咲
く
春
の
待
た
る
る

高
橋
　
忠
雄

日
の
暮
れ
を
告
げ
る
メ
ロ
デ
ー
聞
き
な
が
ら

メ
ニ
ュ
ー
考
え
る
習
慣
と
な
る

高
橋
ク
ニ
子

国
会
の
汚
職
の
追
及
い
や
気
さ
し

テ
レ
ビ
を
止
め
て
雪
空
眺
む

菅
野
八
重
子

日
だ
ま
り
に
枯
葉
被
り
て
蕗
の
薹

と
き
め
き
摘
め
ば
春
の
匂
い
す

小
山
田
つ
や

庭
畑
の
小
さ
き
大
根
摺
り
食
め
ば

土
の
匂
も
口
に
ひ
ろ
ご
る

小
松
　
永
子

101

☆
仙
台
市
に
あ
る
専
門
学
校
「
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
ツ
仙
台
」
で
情
報
処
理
や
芸
術
関
係
を
勉

強
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
情
報
処
理
の
分
野

に
進
み
た
い
で
す
。

☆
音
楽
鑑
賞
と
読
書
で
す
。
特
に
ミ
ス
テ
リ

ー
小
説
が
好
き
で
す
。

☆
将
来
の
た
め
い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
取
り
た

い
で
す
。
今
年
は
車
の
運
転
免
許
を
取
っ
て

ド
ラ
イ
ブ
し
た
い
で
す
ネ
。

☆
外
見
の
好
み
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
緒
に

い
て
楽
し
い
人
、
気
が
合
う
人
が
い
い
で
す

ね
。

☆
新
地
町
の
豊
か
な
自
然
は
ぜ
ひ
残
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
活
気
が
な
く

な
る
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
人
が
集
ま
る
施

設
整
備
な
ど
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

Ｈｅｌｌｏ Ｓｈｉｎｃｈｉ！
教師として私が教えていることが、どれだけ生徒たちにと

って効果があるのかと思います。生徒たちは私が言ったこと
を本当に覚えているのか、それともすぐに忘れてしまうの
か？

先月、私は小学校で教えることがどれだけ楽しいか書きま
した。先日、私は家の近くの何人かの１年生と遊びました。
そのとき彼らは、１ヵ月前に教えた歌を歌い始めました。私
は彼らが歌うのを聞いて驚きました。その歌は全て英語で歌
っていたからです。その歌を聞いてとてもうれしかったです。
彼らが私の授業を楽しみ、覚えていることにとてもうれしか
ったです。

同じ日、後で私は前に使ったことのない道を自転車で行っ
てみようと決めました。発電所の近くの小さな店に来まし
た。そこで３年生の２人の小学生に会いました。とても驚い
たことに、１ヵ月前に教えた英語の歌を歌い始めました。１
日に２回もです。

私はとても驚きました。普通、人々が外国語で言葉を覚
えるのに長い時間がかかります。これらの子供たちは、私が
１回しか教えなかった英語の歌を覚えていました。彼らはな
ぜ覚えていたのか？

ここに英語を学ぶことについての私の考えがあります。生
徒たちにとって興味があり楽しい授業は大切なことです。そ
のことは私にとって新地の方言を覚えるのが簡単な理由で
す。とてもおもしろいのでよく笑います。覚えることを助け
てくれます。しかし興味と楽しみはそれぞれの人によって異
なります。私のアドバイスは、いつもあなたが学ぶことに何
か興味を見つけることです。もしあなたがそうすれば、勉強
することはより簡単になるでしょう。そしてあなたが学んだ
ことを簡単には忘れないでしょう。最後に４人の特別な子供
たちに感謝をしたい：はるか、あやの、まき、とも、ありが
とう！

Ｓｅｅ　ｙｏｕ！
和訳：尚英中学校　松田勘太先生

お姉ちゃん、お兄ちゃんとお馬さんや仮面ライターご
っこをして元気に遊んでいます。イチゴが大好物ですが
好き嫌いなく、思いやりのある子になってください。

ブロック遊びが大好きな女の子です。最近は毎日、
テレビを見ながら歌って踊って元気いっぱい！このま
ま健康に育ってネ。



再生紙使用
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ち

き
ゅう
にやさし

い

★
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。（
晴
）
さ
ん
と

共
に
が
ん
ば
っ
て
き
た
私
も
、
今
月
号
で
異
動

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
、
取
材

等
を
通
じ
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
★
４
月

か
ら
は
新
し
い
仲
間
も
加
わ
り
、
編
集
室
も
心

機
一
転
！
。
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
る
広
報
し
ん

ち
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
佐
）

■
４
月
か
ら
、
人
事
異
動
に
よ
り
公
民
館
か
ら

企
画
振
興
課
勤
務
に
な
り
ま
し
た
。
４
年
間
公

民
館
事
業
で
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
各
位
の
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
お
付
合
い
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
つ
つ

先
輩
方
を
見
習
い
、
町
民
の
方
に
親
し
ま
れ
る

よ
う
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
寺
）

健康増進と体力づくりのために「第４回しんちウォークラリー・ニュースポーツ体験」が３月４日、

うつくしま未来博記念事業として行われ、約１００人がまだ肌寒い中、新地の春を探しながらウォー

クラリーを楽しみました。

当日は、春まだ早く自然の中から春を見つけるのは難しかったようですが、春本番はこれからです。

４月28日には、「自然の中を歩こう会」も行われます。自然にふれあい、新地の春を感じてください。


